津沢地区意見交換概要

　日時　平成24年8月8日　19：00～

　場所　津沢コミュニティプラザ

　出席　５１人

問　津沢保育所前の津沢記念公園の工事は、全体計画のうちの3割か4割しか完成していない。完成まであと5、6年かかるという話だが、2、3年程度で完成できないか。津沢地区の花火大会での休憩所としても利用でき期待が大きい。今後の見通しを教えてほしい。
答　津沢記念公園は平成22年度にトイレの整備、23年度に多目的広場の整備をした。24年度は公園の出入口の整備を予定している。ご指摘の通り総合計画では28年度完成に向けて順次整備していくことになっているが、強い要望があるようならば前倒しできる部分はなるべく早く取り組みたい。
問　5月22日の津沢地区自治振興会の全体会でも話がでていた、南砺スマートインターの件でお聞きしたい。全体会での市の説明が十分ではなかったように思う。平成23年3月に申請認可がおりたと聞いた。情報を聞くなかで隣接する3キロ内の地区では色々な政策等が可能だと聞いた。この件に関して市ではどのような考えがあるのか聞きたい。また、地元の提案というのは、いつごろ聞いてもらえるのか。
答　南砺スマートインター周辺については、県としっかり協議して前に進めていくことになる。具体的なことは、まさに今からの議論になるが、まずは、南砺スマートインターまでのアクセスをどういった形で設計していくかが一番大事なので、いくつかの案を示していく。

問　最近色々な災害があるが、ニュースなどを見ると、災害が起きた場合は逃げるのが一番だと感じる。平成24年度予算に防災無線の設置とあるが、市内全域の設置の計画はどのようになっているのか。
答　防災無線については総合計画の中で位置づけており全てのエリアで順次整備していく。今年度は新規事業で防災無線の予算を計上している。ただ、防災情報の伝達には色々なツールがあり、例えば災害メールなども検討している。
　災害の想定については、その地区によって異なると思うので、各地区で個別の想定のもとで避難訓練等を実施する。例えば今年度、南谷地区では土砂災害を想定し、国道471号が寸断され、孤立集落が発生した場合の対応についての訓練を嘉例谷で実施する。津沢地区でも町内単位でいいので、土砂崩れ、浸水、地震等が起こった場合を想定し、どういう訓練をしたらいいかを町内と行政と一緒に検討し、取り組めればと考えている。
問　第3児童公園が昭和52年11月に完成してから35年経過している。当時設置されたトイレが35年経過し大分色も変わってしまっている。夜になると学生のたまり場にもなり危険である。子供たちも怖がりトイレを使用できないようなので、もう少し明るいところへ移動するなど対応できないか。
答　第3児童公園のトイレ老朽化については、改築、補修について、長寿命化の計画に位置づけすれば補助対象として検討できるので計画の中に入れたい。
問　県道48号線の拡幅については以前からお願いしているが、もう一つ興法寺危険地帯の土砂災害についての市や県の対応、地元はどうしたらいいのかということが我々の耳に入ってこない。現実にそこで生活している人もいるので心配している。集中豪雨など非常に危険な地帯なのでそれについての対応をお聞きしたい。

答　興法寺は地すべり指定地として指定されている。要望はしているが、県のほうで事業採択がなかなかされない。ご指摘いただいたのでまた強く県のほうへ働きかける。近いうちに状況についての説明会を実施したいと思う。

問　地籍調査を国のほうへ働きかけてもらえないか。都市計画もあるがなかなか進まない現状の中、住んでいる私たちは現状と公図等が合わない場合が多々あり、それぞれの資産の管理やまちづくりに支障をきたしている。国で地番、地目、地籍調査をしてもらって、一日も早く合致するようにしてほしい。
答　地籍調査について、県から照会がきておりますので、その中で調査の話をしていきたいと思う。

問　高齢者福祉について、国の方針があって、県の方針があってといろいろ難しいが、最近は施設よりも在宅でという方針になってきている。津沢にいろいろ介護施設があるが、介護の段階前の高齢者の方が町中で集える、家に引きこもらないで毎日の生活が潤うような場所をつくれば、介護予防に繋がると思う。空き家情報の話が出たが、町の空き家を利用して集う場所を作ればいいと思う。
答　ふれあいサロン的なものは是非整備していきたいと思っている。空き家があれば相談したいと思うので申し出いただきたい。

　空き家の改修については助成制度があるので活用していただければと思う。

